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2 -メチル -4-イソチアゾリン -3-オン
C4H5NOS

［CAS No. 2682-20-4］
感作性分類　皮膚第 2群

　2-メチル -4-イソチアゾリン -3-オン（MI）は，単独
で，あるいは 5-クロロ -2-メチル -4-イソチアゾリン -3-
オン（MCI）との混合物（MCI/MI）として幅広く防腐
剤・防カビ剤などとして使用されている．化粧品，塗料，
接着剤，切削油，革製品等に広く含有されていることか
ら，MIまたはMCI/MI曝露による職業性接触皮膚炎の
多数の症例が報告されてきている1）．
　デンマークのペンキ製造事業場において，主にMIに
よる接触皮膚炎の発症事例が報告されている2）．ペンキ
の原料は，顔料，結合剤，液体，そして添加物である．
添加物には，増粘剤，界面活性剤，消泡剤，バイオサイ
ド（殺生物剤）が含まれていた．顔料および結合剤は，
粉状のものをバッグからコンテナーに注入し，液体は
チューブを通して自動的に注入される．添加物は液状で，
蛇口からコンテナーに注入されるが，その際に作業者が
曝露する機会があった．これらペンキ製造工程において，
労働者は手袋，前腕保護衣，エプロン，マスクを着用し
ていたが常時ではなかった．14人の労働者のうち 4人が
アレルギー性接触皮膚炎を発症した．病変部位は，手指，
前腕，頸部，下肢等であった．
　 3種類の添加物が皮膚感作の原因物質として疑われた．
1つ目は，2004年から使用開始しており，MIを7–10％，
2-n-オクチル -4-イソチアゾリン -3-オン（OIT）を
1–2.5％含有していた． 2つ目は，MIを0.2–0.4％，MCI
を0.5–1.0％含有していたが，2004年より以前から使用さ
れていて，最初は手動的作業であったが，その後チュー
ブを通した自動注入作業に変更されていた（しかしなが
ら，変更後もこの添加物への少量曝露は続いていたと記
されている）． 3つ目は，MIを2.5％， 1，2-ベンゾチア
ゾリン -3-オン（BIT）を2.5％含有していた． 4人のパッ
チテストの結果は，MIおよびMCI/MIに 4人とも陽性，
BITに対して 1人だけ陽性，OITに対して 3人が陽性を
示した2）． 4人のうち 2人はMIに対してMCI/MIよりも
強い陽性反応を示した．
　 4人全員がMIを7–10％含む 1つ目の添加物に曝露し
た後に発症していることから，主に曝露したMIにより
皮膚感作を生じた結果，MIおよびMCI/MIに対して陽
性を示したと考えられた．また，OITと BITに対する
パッチテスト陽性の結果については，それぞれの物質が
1つ目と 3つ目の添加物に含まれていたことから，MIと
は独立にOIT及び BITに対する皮膚感作が起きた可能性
が高いと著者らは考えている2）．
　Isakssonら 3）の論文の中の 2 番目の症例は，Acticide 
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MBSという防腐剤を，誤ってこぼし，靴，手指，顔にこ
の液体がかかった．直ちに顔と手指を洗浄したが，下肢
の洗浄を怠った．汚染から 1時間後に下肢がひりひりし
始め，靴を脱ぐと，足背部に紅斑を認めた．そこで下肢
の洗浄を行い，靴と靴下を着替えた． 1週間後に手指に
水疱性の皮膚炎が出現し， 2週間後には軽快した．足背
の紅斑は，数週間のうちに，ひび・あかぎれとなり消え
ていった．足背の病変では水疱はみられなかった．その
後の分析で，Acticide MBS は，2.5％の MIと，2.4％の
BITを含んでおり，MCIは含んでいなかったことが確か
められた．
　曝露から 4か月後に外来を受診しパッチテストを受け
た．MI, MCI/MI, OITに陽性を示したが，BITには陰性
であった2）．従って，MI曝露による皮膚感作が起き，MI
およびMCI/MIに陽性を示したと考えられる．OITに対
する陽性については，交叉免疫の可能性が考えられてい
る．
　MIへの曝露は，多くの場合，MCI/MI混合液への曝露
であり，多数の文献が存在している．一方，MI単独曝露
の症例報告は極めて少数であるが，上記の 2つの論文で
は，主にMIに曝露して接触皮膚炎を発症した症例で，か
つMIに対してパッチテスト陽性反応が報告されている
ことから，本物質を感作性分類皮膚第 2群として提案す
る．

参考：他の機関の感作性物質分類
DFG　皮膚感作（Sh）
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